
令和元年 11 月７日（木） 

～和歌山労働局長がベストプラクティス企業として、 

太陽シールパック株式会社を訪問しました。～ 

 

「働き方改革」に積極的に取り組んでいるベストプラクティス企業として、和歌山労働局

長が訪問したのは、和歌山市西浜に本社を置く「太陽シールパック株式会社（代表取締役：糟

谷雅隆）」です。 

同社は、日本初のファイバードラム（紙製のドラム缶）メーカーとして、国内シェア No.1

を誇っています。一方で、製品の特性上、顧客の多様なニーズに可能な限り短い期間で応える

必要があり、急な発注などによる時間外労働が発生しやすいことが課題となっていました。 

同社では、これまで仕事の見える化、社員のスキルアップ支援や業務平準化など、工夫した

取組を進めることで、時間外労働の削減、年次有給休暇の取得率アップを図ってきました。 

 訪問当日は、糟谷社長から取組内容の説明があり、局長との間で意見交換を行った後、社内

コミュニケーション活性化のための「くじ引きアドレスオフィス」や社員の作業習熟度が一

目で分かる「たまご→ひよこ→にわとり」の習熟度ランク表など、職場の視察を行いました。 

 さいごに、池田局長から、「『働き方改革』の工夫した取組は、他の企業にとって大変参考に

なるので、労働局として情報を広く発信していきたい。また、管内企業にとって励みにもなる

ので、これからも積極的に取組を進めていただきたい。」と伝え、視察を終了しました。 

 

  

    






